
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しいハロウィンパーティ、仮装もバッチリ決まってますネ。 
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意識から行動へ～男女
ひ と

が響き合うまち 成田をめざして～ 

★Ｃｏｎｔｅｎｔｓ(主な内容)★ 

☆ 事業所訪問 

☆ 読者のお便りから 

☆ さざなみインフォメーション 

 

◆男女共同参画社会基本法５本の柱 

①男女の人権の尊重 

②社会における制度又は慣行についての配慮 

③政策等の立案及び決定への共同参画 

④家庭生活における活動と他の活動の両立 

⑤国際的協調 

 



             

 

     事業所訪問 
 

昨年度成田市では、平成 23年度を初年度とする第 2次男女共同参画計画を策

定いたしました。計画の基本目標の一つに、仕事と家庭生活・地域活動の両立

を支援するための環境整備、男女が対等なパートナーとして働くことができる

職場づくりの推進を掲げています。 

今回は、市内の事業所のうち、仕事と家事・育児・介護等の両立を支援する職

場づくりを実践されている、成田赤十字病院を訪問させていただきました。 

成田赤十字病院の歴史は古く、昭和 23年 2月 1日、旧海軍病院から日本赤十

字社へ移管され開設し、当時は 100 床という規模でしたが現在では 719 床、職

員数 1,139名（平成 23年 3月 31日現在）の大規模な総合病院となっています。 

 成田赤十字病院の託児所は、昭和 47 年 10 月から開所し、病院に勤める多く

の職員の方がたの福利厚生に貢献してきました。 

 昭和 47年に開設当時は病院内の託児室で 8名の乳幼児の保育からスタートし、

現在は 3歳以下の乳幼児 14名を朝 7時 30分から夕方 7時まで 4人の保育士さ

んが保育しています。月曜日と木曜日には夜間の保育（小学校入学まで）も行

っています。 

保育室はみんなで走り回ったりできる広々スペースで、外には砂場と、夏に

はプール、託児所の下には電車が走り、みんなこの託児所が大好きです。日ご

ろは元気いっぱいのお友達も、訪問した時はとっても静かなお昼寝タイムでし

た（残念）。成田赤十字病院託児所の皆さん今回はご協力ありがとうございまし

た。今後とも働く世代の強い味方でいてください。 

 

        



～読者のお便りから～ 
 

各福祉施設で大正琴による慰問ボランティアを続けていらっしゃる 

市内在住の新井とみ子さんからのお便りをご紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 去る６月２３日（木）飯仲に所在するレストヴィラ成田に大正琴演奏の慰問を行いました。

東日本大震災から１００日以上も過ぎているが未だ人の心も体もずたずたの状態で塞ぎ込み

の方が多く見受けられる。 

何か私たちでできることがあればと思い、毎月慰問場所を変えて、被災地に届けとばかりに

大きな声で演奏に合わせて自ら歌を唄うことをモットーに「ふるさと」「上を向いて歩こう」

等の曲を、男性２名、女性７名（平均年齢７７歳）で入居の方５０名と大きな声で大合唱、

中には何を思っての涙かはわかりませんが、ハンカチを目に当て涙をぬぐいながら、必死に

声を出している方も見受けられた。 

今日はボランティア大正琴クラブの方が来てくれるとのことで、女性の皆さんは朝から綺

麗に化粧して私たちの行くのを待っていたとのコメントを職員から伺った。 

慰問が終わり別れの時には、大きな拍手で見送っていただき、再訪問を強く切望され後ろ髪

を引かれる思いで会場を後にした。 

充実した人生を送るにしても年齢関係なく視点を変え意識から行動へ…… 

と気持ちを切り替えることが大切である。      

 

   （心温まるお便りありがとうございました） 

                         

 



 

◆第４回男女共同参画セミナーの参加者募集 

 

第４回男女共同参画セミナーは、市民参加型

で開催します。様々なストレスに囲まれている

中、「自分らしさ」を多くの方が求めています。

それぞれのライフスタイルで、家庭や趣味など

充実した日々を過ごされている皆さんとご一緒

し、これからの人生をちょっとだけ見つめ直し

てみませんか。 

テーマ  「私のライフスタイル」 

    ～人生を 10倍楽しく生きる方法～ 

コーディネーター・塚本 倫正 様 

パネラー   ・アミリ・アクバル 様 

・新井 とみ子 様 

        ・田村 桓夫 様 

・山田 正子 様     

日 時 ・平成２３年１２月３日（土） 

午後１時３０分から午後３時 

場 所 ・保健福祉館 多目的ホール 

応募人数・７０名 

応募期限・１１月２５日(金)  

託児室(2～6歳)の利用希望者は 11月 25日（金）

までに、企画政策課へお申込ください。 

申込方法・電話   20-1500 

FAX  24-1006、 

E-mail kikaku@city.narita.chiba.jp 

で企画政策課まで 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１２日～１１月２５日 

～ 広めよう ｢女性に対する暴力をなくす運動｣ ～ 

毎年、11月 12日から 11月 25日（「女性に

対する暴力撤廃国際日」）までは、「女性に対

する暴力をなくす運動」期間です。 

暴力は、その対象の性別や加害者、被 

害者の間柄を問わず人権を著しく侵害す 

るものであり、決して許されるものではあり 

ません。特に、女性に対する暴力（配偶者 

等からの暴力、性犯罪、売買春、DV、スト 

ーカー行為等）男女共同参画社会を形成 

していく上で克服しなければならない重要 

な課題です。この運動期間をきっかけに、 

女性に対する暴力について考え、暴力の 

ない社会づくりをすすめていきましょう。 

※ 配偶者等からの暴 

力に関する相談窓口 

千葉県女性サポートセ 

ンター 

043-206-8002 

(24時間 365日対応) 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さざなみは、支所、公民館、図書館、保健福祉館、三里

塚 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ンタ ー 、 市 の ホ ー ム ペー ジ

http://www.city.narita.chiba.jp に あ り ま す 。        

登録番号成企 10-028  

◆おたより募集中！ 

☆｢さざなみ｣に取り上げてほしいことや男女共

同参画に関するご意見・ご感想などをお送り

ください。お待ちしています。 

☆おたよりの送付先 

〒286-8585 成田市花崎町 760 

成田市企画政策部企画政策課 

 男女共同参画班 

     ２０－１５００ 

ﾌｧｯｸｽ ２４－１００６ 

Ｅメール kikaku@city.narita.chiba.jp 

女性に対する暴力
根絶のためのシン
ボルマーク 
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